
ウ
イ
ル
ス
不
活
化
に
効
果

次
亜
塩
素

酸

水

生
成
装
置
の
販
売
強
化

須賀工業

設置例

　
須
賀
工
業
は

ビ
ル
ト
イ
ン
タ

イ
プ
の
次
亜
塩
素
酸
水
生
成
装
置

﹁
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
超
！
お
て
て

き
れ
い
﹂
の
販
売
を
強
化
す
る


装
置
が
生
成
す
る
電
解
微
酸
性
次

亜
塩
素
酸
水
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
し
て
も

高
い
減
少
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ

高
齢
者
施
設
や
ホ
テ
ル
・
厨

房

教
育
・
保
育
施
設
な
ど
に
広

く
提
案
し
て
い
く

﹁
次
亜
塩
素

酸
水
を
希
釈
す
る
必
要
も
な
く


在
庫
管
理
も
必
要
な
い
こ
と
か

ら

ス
タ

フ
の
作
業
軽
減
に
も

つ
な
が
る
﹂
︵
同
社
︶
と
い
う


価
格
は
毎
分
１

の
流
量
能
力
が

あ
る
装
置
で
工
事
費
込
み

万
円

︵
税
別
︶

７
年
リ

ス
の
場
合

で
月
額
５
０
０
０
円
か
ら


　
装
置
は

空
気
圧
制
御
機
器
メ


カ

の
コ
ガ
ネ
イ
︵
東
京
都
小

金
井
市

岡
村
吉
光
社
長
︶
が
本

体
を
製
造

須
賀
工
業
が
セ
ン
サ


部
分
の
開
発
と
販
売
を
手
掛
け

て
い
る


　
食
塩
水
な
ど
の
電
解
質
を
電
気

分
解
し
て
生
成
す
る
次
亜
塩
素
酸

水
の
う
ち

や
や
酸
性
の
水
で


人
体
に
優
し
く

病
原
菌
な
ど
に

高
い
不
活
化
効
果
を
発
揮
す
る


　
今
回

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
代
替
と
し
て

　

豚
流
行
性

下
痢
ウ
イ
ル
ス
︵
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｖ
︶
　

に
対
し
て
不
活
化
試
験
を
し
た
結

果

有
効
塩
素
濃
度

ｐ
ｐ
ｍ
の

次
亜
塩
素
酸
水
を

秒
間
作
用
さ

せ
る
と

　

ウ
イ
ル
ス
は

・
９

％
以
上
減
る
こ
と
が
分
か

た
と

い
う


　
試
験
は

公
衆
衛
生
地
域
振
興

協
会
︵
東
京
都
中
央
区
︶
と
協
力

し

食
環
境
衛
生
研
究
所
︵
前
橋

市

久
保
一
弘
社
長
︶
に
委
嘱
し

た

ウ
イ
ル
ス
力
価
検
出
法
と
し

て

国
立
感
染
症
研
究
所
や
製
品

評
価
技
術
基
盤
機
構

帯
広
畜
産

大
学

鳥
取
大
学
が
採
用
し
て
い

る
﹁
Ｔ
Ｃ
Ｉ
Ｄ

法
﹂
で
検
証
し

た


　
装
置
は

５

の
原
液
ボ
ト
ル

か
ら
約
１
０
０
０

の
電
解
微
酸

性
水
を
生
成

　

１
時
間
に



の
供
給
量
が
あ
り

　

遊
離
残
留

塩
素
濃
度
は
１

当

た
り



以
上
あ

る


　
使
用
ご
と
に
自
動

で
電
気
分
解
処
理
し

て
生
成
す
る
た
め


希
釈
や
濃
度
管
理
の

必
要
が
な
く

有
効

塩
素
濃
度

｜

ｐ

ｐ
ｍ
の
次
亜
塩
素
酸

水
を
提
供
す
る

メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は

　

原
液
の
ボ
ト
ル
を
交

換
す
る
だ
け
で
済

む


　
こ
れ
ま
で

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
や

Ｏ︵
オ

︶｜
１
５
７
な
ど
の
菌


イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
不
活
化
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り

　

１

５
０
台
を
超
え
る
納
入
実
績
が
あ

る

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